
 

 

 

 

 

 

 
 

「勉強からの脱走～１日だけ勉強を忘れておもいっきり楽しむ～」のスローガンのもと、第５５回学

校祭が９月１８日（金）に開催されました。１学期の終わりから子どもたちは学年の枠を超えて、演劇

部門、展示部門、ダンス部門に分かれて練習や制作に取り組みました。当日はその成果を十分に発揮す

ることができ、晴れやかな笑顔が見られました。ご来校くださった保護者の皆様、地域の皆様、清水小

６年生の皆さん、温かいご声援をありがとうございました。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道少年軟式野球選抜選手権大会 

名鉄観光トーナメント苫小牧支部予選 
苫小牧東中拠点校 準優勝 

第62回苫小牧地区中学生新人ソフトテニス大会 男子ダブルス 優勝 ○○○○（苫小牧西Ｊｒ．） 

 苫小牧市立開成中学校学校だより 

令和８年９月２４日  第６号 

学校教育目標  
「自立」「協働」「創造」 
学校ホームページ URL 

https://www.city.tomakomai.hokkaido.jp/gakko/kaisei/ 

か い      せ い 

 

全校合唱：未来へのメッセージ 

１年合唱：あさがお 

２年合唱：あなたへ～旅立ちに 

寄せるメッセージ～ 

３年合唱：手紙～拝啓十五の 

君へ～ 

演劇 ダンス 

モザイク画 
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アトラクション 



 

 

胆振防災教育デーに合わせて、今年度は９月４日（金）に「開成中学校区学校運営協議会」の取組と

して、苫小牧東高校を中心に、近隣の開成中、清水小、マーガレット幼稚園、町内会が合同で防災学習

に取り組みました。 

最初に、本校単独で大地震の発生を想定したシェイクアウト訓練を行いました。「安全確保行動①ま

ず低く、②頭を守り、③動かない」をその場で実践し、自らの身を守る行動を練習しました。 

その後、苫小牧東高校へ移動し、学年ごとに高校生と一緒に体験活動を行い、最後にオンラインの基

調講演会「宮城県門脇小学校～津波と火災の記憶～」に清水小の児童と一緒に参加しました。 

幼児から高校生まで、総勢1,000人以上の子どもたちが集まる初めての 

取組でしたが、本校生徒は「いざという時、中学生である自分たちは助け 

る側にも回る必要がある」ことを学ぶことができ、貴重な経験となりました。 

【生徒の振り返り】 

・避難したときに、どこに人を配置するかがわかった。（Ｄｏはぐ） 

・段ボールベッドを作ってみて、避難下でもプライバシーを守る工夫がされていて驚いた。 

・自分たちが災害弱者を助けることを学んだ。 

・講演会を通じて、自分たちは災害が起きたら、守られる存在ではなく守る存在にならなければならないこ 

とが分かった。 

・高校生が見知らぬ人や自分たちにすぐ話しかけてくれて、すぐに行動に移すリーダーシップがすごかった 

のでマネをして生かしていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校花壇コンクールの審査結果が発表され、本校は

昨年と同じく、「努力賞」を受賞しました。審査員か

らは、さらにボリュームを出すためのアドバイスをい

ただきました。（根ほぐしと剪定が大切だそうです。） 

土おこし、苗植え、草取り作業を手伝ってくださっ

た皆さん、ご協力ありがとうございました。 

 

２８(月) 冬服移行期間（～９日） 

１(木) 2学期中間テスト 

    １，２年教育相談予備日 

 ２(金) 英検１次（準会場） 

６(火) 立会演説会リハーサル 

７(水) ３年学力テスト（総合Ｂ） 

 立会演説会、生徒会役員選挙 

 ９(金)  英検ＩＢＡ  

１２(月) スポーツの日  

１３(火) 冬服完全着用 

１５(木) １年ウポポイ学習 

１６(金) ２年職場体験学習 

２０(火) 後期学級組織づくり 

２２(木) ３年保育実習（マーガレット幼稚園）  

２６(月) 認証式リハーサル 

２７(火) 認証式、専門委員会 

２９(木) ３年２学期期末テスト範囲配布 

     １年生と性の学習 

     全学年アウトリーチ音楽授業 

本岡 道子（ｻﾎﾟｰﾄﾙｰﾑ支援員）苫小牧支援学校へ 

 この度、開成中学校を離れることになりました。廊下や教室で

挨拶を交わしたり、行事を全力で楽しんたりする姿にいつも元気

をもらっていました。皆さんの成長と活躍を心から願っていま

す。半年間ありがとうございました。 

松井 浩二（公務補）退職 

 6 ヶ月という短い間でしたが、お別れすることになりました。

皆さんに最後にお伝えしたいのは、どんな人にも分け隔てなく最

低限の挨拶をして欲しいのと、相手から何か施しがあった際に

は、感謝の言葉「ありがとう」を必ず言ってあげてください。そ

の２つを実行することで、皆さんにもそれが必ず返ってきます。

常に、相手に感謝する気持ちでこれからの人生を歩んでくださ

い。それでは、お元気で。 

ランドン・ブラウン（ＡＬＴ）２学期～着任 

 アメリカ出身のランドン先生が２学期からＡＬＴとして着任

しました。９月までと１～３月に本校と清水小で勤務します。 


